
第470号 大本三河本苑 令和３年６月20日

1

み
ろ
く
大
祭
の
祭
典
後
、

節
分
人
型
大
祓
宣
教
功
労
表

彰
者
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

功
労
者
の
表
彰
は
２
種
類
あ

り
、
１
つ
は
「
単
年
で
の
体
数

表
彰
」、
も
う
一
つ
が
「
千
体
通

算
で
の
回
数
表
彰
」
で
す
。

今
年
の
「
単
年
で
の
体
数
表

彰
」
の
最
高
位
は
五
千
体
以
上

で
、「
千
体
通
算
で
の
回
数
表

彰
」
の
最
高
位
は
６
０
回
以

上
で
し
た
。
何
と
、
こ
の
２
つ

の
最
高
位
が
、
共
に
全
国
で
一

人
、
三
河
本
苑
の
方
で
し
た
。

去
る
５
月
４
日
、
５
日
本
部
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
教
主
ご
就
任
２
０
周

年
慶

祝

教
主
生
誕
祭
、
み
ろ
く
大
祭
、

春
季
祖
霊
・
万
霊
大
祭
は
一
般
参
拝

者
な
し
の
祭
典
と
な
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

ご
覧
に
な
ら
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

全
国
愛
善
歌
奉
納
大
会
も
オ
ン
ラ
イ

奉
納
の
形
を
と
り
、
一
人
ひ
と
り
、
ま
た

は
家
族
単
位
で
基
本
宣
伝
歌
を
歌
っ

て
い
る
姿
を
並
べ
た
動
画
が
放
映
さ
れ

ま
し
た
。
三
河
本
苑
か
ら
は
２
２
名
の

方
が
、
事
前
に
動
画
投
稿
し
て
く
れ
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
春
の
大
み
ま
つ
り
に
、
２
冊
の
記

念
本
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
１
冊
は
、

教
主
さ
ま
ご
就
任
２
０
周
年
を
記
念

し
て
発
行
さ
れ
ま
し
た
、
教
主
さ
ま
初

と
な
り
ま
す
お
作
品
集
「
出
口
紅
作

陶
選
集
」
で
す
。
も
う
一
冊
は
、
開
教

１
２
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
発
行

さ
れ
ま
し
た
「
報
身
み
ろ
く
神
業
」
第

３
巻
で
す
。
昨
年
発
行
さ
れ
ま
し
た

第
１
巻
、
第
２
巻
は
三
代
教
主
、
教
主

補
さ
ま
の
ご
足
跡
で
し
た
が
、
第
３
巻

は
四
代
教
主
さ
ま
の
ご
足
跡
で
す
。

是

非
、
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
教
主
さ
ま
の
こ
の
２
０
年
間

の
ご
足
跡
は
、
来
年
発
行
予
定
の
第

４
巻
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
楽
し
み
で
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、「
み
ろ
く
の

よ
」
誌
５
月
号
に
、
教
主
さ
ま
が
こ

の
２
０
年
間
を
振
り
返
り
に
な
ら
れ

ま
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最

後
に
教
主
さ
ま
は
、
三
代
教
主
さ
ま
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
報
身
み
ろ
く
神
業

の
道
を
、
皆
さ
ん
と
「
一
緒
に
」
、「
一
緒

に
」
を
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

し
っ
か
り
踏
み
歩
ん
で
行
き
た
い
と

決
意
を
お
示
し
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
報
身
み
ろ
く
神
業
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
三
代
教
主
さ
ま
の
お
示
し
が

「
報
身
み
ろ
く
神
業
の
足
跡
」
第
１

巻
に
、
次
の
様
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま

す
。
「
報
身
み
ろ
く
の
世
の
大
本
と
い

う
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
心
の
チ
リ
を

祓
っ
て
、
和
合
し
合
っ
て
、
小
さ
い
な

が
ら
も
よ
い
鑑
を
出
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
す
。
」
と
。「
小
さ
い
な
が
ら

も
良
い
鑑
を
出
す
」
、
ま
ず
「
身
近

か
ら
の
実
践
」
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
身
近
か
ら
の
実
践
」
の
型
と
し

て
、
大
本
が
推
進
し
て
い
る
の
が
「
信

仰
即
生
活
即
芸
術
」
で
す
。
三
河
本

苑
も
こ
の
一
環
と
し
て
、
春
と
秋
の
大

祭
に
冠
沓
句
奉
納
大
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
回
、
３
３
名
も
の
方
が

投
稿
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
信
仰
即

生
活
即
芸
術
」
の
「
信
仰
即
生
活
」
と

し
て
、
大
本
の
み
教
え
を
日
常
生
活
の

中
で
実
践
し
、
そ
し
て
「
生
活
即
芸

術
」
と
し
て
、
日
常
生
活
の
中
で
歌
、

句
を
創
作
す
る
。
大
本
の
み
教
え

を
実
践
し
て
い
る
日
常
生
活
の
中

で
歌
を
作
る
「
信
仰
即
生
活
即
作

歌
」を
、今
回
、
実
践
し
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
新
し
い
神
の
家
建
設
の

進
捗
状
況
を
お
話
し
し
ま
す
。

４
月
２
８
日
、
亀
山
建
設
さ
ん
へ

材
木
の
出
荷
検
査
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
１
０
か
月
、
使
用
す
る

材
木
を
乾
燥
寝
か
せ
て
養
生
し
て

い
ま
し
た
が
、
養
生
後
の
反
り
は

全
数
、
規
格
の
半
分
以
下
に
収
ま
っ

て
お
り
、
建
物
完
成
後
の
寸
法
変
化

は
全
く
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

建
付
け
後
に
見
え
る
柱
の
面
は
、
節

は
一
つ
も
な
く
、
木
目
、
色
目
が
き
れ

い
に
揃
っ
て
い
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
、

柱
が
立
ち
ま
す
。
楽
し
み
で
す
。

上
棟
祭
は
７
月
２
４
日
を
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
祭
典
を
ど
の
様
に
執
行

し
て
い
く
か
、
現
在
、
建
設
リ
ー
ダ
の
河

合
次
長
が
先
方
と
検
討
し
て
い
ま
す

の
で
、
決
ま
り
次
第
、
ご
連
絡
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
新
し
い
神
の
家
完
成
は

来
年
４
月
末
、
外
構
を
含
め
た
全
工

事
完
了
は
来
年
８
月
末
の
予
定
で
す
。

今
回
は
、
愛
善
歌
オ
ン
ラ
イ
ン
奉
納

へ
の
動
画
投
稿
の
お
礼
、
教
主
さ
ま

が
進
め
ら
れ
て
い
る
報
身
み
ろ
く
神

業
の
あ
り
方
、
冠
沓
句
奉
納
大
会
の

開
催
意
義
と
句
投
稿
の
お
礼
、
そ
し

て
神
の
家
建
設
の
進
捗
状
況
を
お

話
し
い
た
し
ま
し
た
。
本
日
は
、
ご

参
拝
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

↓

５
月
１
６
日
・
・
本
苑
春
季
大
祭
は
、
直
前
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
参
拝
者
な
し
の
祭
典
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
本
苑
長
挨
拶
、

節
分
人
型
大
祓
宣
教
功
労
者
、
冠
沓
句
奉
納
者
を
、
改
め
て
本
誌
に

て
全
信
徒
の
皆
様
へ
紹
介
し
ま
す
。

■
春
季
大
祭

本
苑
長
あ
い
さ
つ

加

藤

三

樹

【
聖
師
様
の
愛
善
の
道
】

か

ん

な

が

ら

神

の

ま

に

ま

に

何

事

も

つ
と
め
ゆ
く
身
に
あ
や
ま
ち
は
な
し

今
日
も
よ
し
明
日
も
ま
た
よ
し
何
事
も

神

の

心

に

ま

か

す

身

な

れ

ば

■
節
分
人
型
大
祓

宣
教
功
労
者

三
河
本
苑
だ
よ
り
７月号

２０２１・７ №４７０
(発行者)

大本三河本苑
〒443-0031
蒲郡市竹島町２８-５
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７
月
の
行
事

●
１
８
日(

日)

本
苑
七
月
月
次
祭

●
２
４
日(

土)

本
苑
上
棟
祭

１
１
時
よ
り

●
２
５
日(

日)

誠
心
会
万
祥
殿
献
労

(

中
止)

●
未
定

少
年
夏
期
学
級

(

中
止)

８
月
の
行
事

●
２
２
日(

日)

に
変
更

本
苑
八
月
月
次
祭

・
全
体
会
議

●
２
１
日(

土)

～
２
２
日(

日)

本
部
講
師
葬
祭
研
修
会

(

中
止)
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↓

昨
今
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
」

が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
私
は
人

生
８
０
年
を
目
標
に
し
て
生
き
て

来
た
が
、
人
生
の
後
半
に
な
り
、
ふ

た
た
び
目
標
を
変
更
す
る
事
態

に
な
っ
た
。
若
か
り
し
と
き
に
立

て
た
目
標
は
、
人
生
を
三
分
割
し

て
、「
学
び
」「
子
孫
育
成
」「
世
に

貢
献
」
を
目
標
に
人
生
を
過
ご
し

て
来
た
が
、
突
然
２
０
年
も
追
加

さ
れ
、
最
後
の
目
標
で
あ
る
「
世
に

貢
献
」
を
１
０
０
歳
ま
で
継
続
で

き
る
か
困
惑
し
て
い
る
。
過
ぎ
た
時

代
（
学
び
、
子
孫
育
成
）
の
追
加
で

あ
れ
ば
、
若
い
と
き
遣
り
残
し
た
こ

と
に
再
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
だ
が
、
老
年
に
な
っ
て
突
然
の

追
加
は
、
神
さ
ま
も
お
人
が
悪
い
。

８
３
歳
を
過
ぎ
た
時
期
に
「
世

に
貢
献
」
の
活
動
を
延
長
さ
れ
る

こ
と
は
「
残
り
少
な
い
蓄
え
」
ま
た
、

「
健
康
」
の
面
で
ど
う
対
応
で
き

る
か
途
方
に
暮
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

政
府
が
厚
生
年
金
を
我
々
に

増

額
支
給
を
願
え
れ
ば
良
い
が
そ

ん
な
こ
と
は
望
め
な
い
。
反
対
に

政
府
は
支
出
の
改
善
策
を
検
討

し
厚
生
年
金
の
減
額
と
な
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
老
後
の
生
活
資
金

も
底
を
つ
き
、
活
動
す
る
こ
と
は

困
難
に
な
っ
て
き
た
。

我
々
は
、
大
本
の
信
仰
者
と
し
て

御
神
業
活
動
を
頂
い
て
い
る
。

こ
れ
は
有
難
い
こ
と
で
新
し
く
活

動
目
標
を
開
拓
す
る
必
要
は
な

く
、
現
在
の
生
活
を
継
承
し
て
い

け
ば
良
い
の
で
あ
る
。
私
は
１

０
０
歳
ま
で
に
１
７
年
と
い
う
長

い
年
月
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。
健

康
面
で
は
、
大
分
無
理
を
し
て
過
ご

し
て
来
た
の
で
、
身
体
の
あ
ち
こ
ち

が
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
。
私
は
医

者
嫌
い
で
病
院
に
行
か
な
い
主
義

で
、
予
防
接
種
や
定
期
検
査
な
ど

受
け
た
こ
と
が
な
い
。
具
体
的
に
ど

こ
が
ど
う
悪
い
の
か
分
か
ら
な
い
。

し
か
し
、
肉
体
的
に
は
退
化
現

象
が
出
始
め
、
朝
夕
に
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
を
始
め
た
。
何
回
も
休
憩

し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
が
、
息

が
切
れ
る
し
足
も
上
が
ら
な
い
。

先
ず
肉
体
的
鍛
錬
か
ら
始
め
ね

【
冠
題
】
切
実
な

冬
さ
り
て

末
代
の

【
沓
題
】
耳
す
ま
す

【
集
句
】
１
２
５
句
【
抜
句
】
３
３
句

【
選
者
】
佐
々
木
敏
朗

愛
善
冠
沓
句
の
「
お
お
も
と
」
誌
掲

載
に
倣
っ
て
、
秀
調
以
上
の
句
と
お
名

前
を
紹
介
し
ま
す
。

【
秀
調
】

幼
子
の
会
話
は
楽
し
耳
す
ま
す

一
色

牧

妙

子

末
代
の
孫
子
集
え
る
神
の
家

碧
南

高

木

敏

彦

冬
さ
り
て
心
の
春
は
ま
だ
遠
し

梅
園

髙

井

郁

代

コ
ロ
ナ
禍
の
先
を
望
み
に
耳
す
ま
す

米
津

横

井

一

男

末
代
の
平
和
一
歩
の
譲
り
合
い

豊
田

谷

口

靖

代

切
実
な
教
主
様(

き
み)

の
御
言
葉
熱
く

読
み

井
田

髙
木
ハ
ル
ミ

【
三
光
明
】

人
位

神
書(

み

ふ

み)

読
み

神
の
言
葉
に
耳
す
ま
す

吉
良

榊
原
さ
よ
子

地
位

末
代
の
錦
織
り
な
す
綾

の
郷

高
浜

三

輪

利

子

天
位

末
代
の
和
合
に
建
て
る
神

の
家

刈
谷

加

藤

三

樹

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
日
本
人

の
労
働
習
慣
で
あ
る
長
時
間

労
働
を
前
提
と
し
、
男
性
一
人

が
家
族
を
養
う
社
会
情
勢
で

は
な
く
、
家
族
が
人
生
を
通
じ

て
共
に
働
く
な
ど
一
層
の
変

革
が
必
要
と
な
る
。

戦
前
は
大
家
族
制
度
が
常
識

で
あ
っ
た
が
、
戦
後
日
本
は
生

活
様
式
が
「
核
家
族
」
に
変
わ

り
、
こ
れ
は
老
後
の
生
活
に
非

常
に
問
題
を
残
す
こ
と
に
な
っ

た
。
約

３
０
０
坪
の
敷
地
に

「
子
供
た
ち
の
家
、
親
た
ち
の

家
、
祖
父
た
ち
の
家
」
を
三
軒

建
て
、
老
人
は
老
人
に
適
し
た

住
ま
い
で
生
活
す
る
様
式
が
望

ま
し
い
。
こ
れ
が
実
現

し
て
い

れ
ば
、
老
人
介
護
は
家
族
で
対

処
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

現
在
は
一
極

集
中
体
制

で

世
の
中
は
進
ん
で
い
る
が
、
地

方
の
自
主
体
制
も
考
慮
し
た
改

善
策
が
望
ま
れ
る
。
親
子
の
繋

が
り
の
大
切
さ
を

真
剣
に
考

え
、
日
本
の
素
晴
ら
し
い
縄

文
時
代
の
生
活
・
人
生
観
を
思

い
起
こ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

最
後
に
、人
生
を
通
じ
て
趣

味
（２
～
３
種
類
）を
「一
人
で

出
来
る
も
の
、
友
と
仲
良
く

で
き
る
も
の
」な
ど
を
持
つ
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
人
生
１

０
０
年
時
代
は
「
健
康
に
勝

る
も
の
は
な
し
」
を
目
標
に

過
ご
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

令
和
三
年
大
本
三
河
本
苑

春
季
大
祭
冠
沓
句
奉
納
者

身
近
に
ご

神

業

の

お

手

本

と

な

ら
れ
る
方
が
見
え
る
こ
と
は
、
本

当
に
あ
り
が
た
い
こ

と

で
す
。

見
習
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

表
彰
さ
れ
ま
し
た
皆
様
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
み
ろ

く
大
祭
で
お
名
前
の
紹
介
が
あ

り
ま

し
た
方
の
み

掲

載
し
ま
す
。

【
５
千
体
以
上
】

米
津
支
部

横
井
一
男

【
千
体
連
続
６
０
回
以
上
】

米
津
支
部

横
井
良
男

「
人
生
１
０
０
年
時
代
に
思
う
」

ば
な
ら
な
い
。

政
府
は
２
０
１
７
年
秋
に
「
人

生
１
０
０
年
時
代
構
想
会
議
」

が
設
置
さ
れ
た
が
、
何
を
成
す
に

も
準
備
時
間
（
約
１
０
年
）
が

必
要
で
、
も
っ
と
早
い
時
期
に
情

報
を
出
し
て
欲
し
か
っ
た
。

年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
、
親
類

縁
者
が
減
少
し
悩
み
を
聞
い
て

く
れ
る
援
護
者
も
少
な
く
な
り
、

孤
独
な
人
生
を
過
ご
す
に
は
ど

う
し
た
ら
良
い
か
考
え
さ
せ
ら

れ
る
。
生
涯
自
力
で
人
生
を
歩
む

こ
と
が
で
き
る
人
達
は
良
い
が
、

す
で
に
認
知
症
や
健
康
に
障
害

あ
る
方
、
ま
た
経
済
的
に
余
裕
の

な
い
方
は
、自
力
で
１
０
０
歳
ま

で
生
活
が
出
来
な
い
こ
と
に
な

る
。
家
族
や
縁
者
、
国
・
政
府
な
ど

の
援
助
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

個
人
レ
ベ
ル
で
も
真
剣
に
老

後
の
過
ご
し
方
を
考
え
直
さ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
社
会
全
体

の
問
題
と
し
て
、
長
寿
社
会
の
制

度
・
仕
組
み
を
、
国
家
や
企
業
も

含
め
改
善
対
策
を
共
に
考
え
て

実
施
す
る
こ
と
が
望
み
た
い
。

人
生

１
０
０
年
時
代
に
対

応
し
て
、
年
齢
を
重
ね
て
か
ら
の

「
学
び
直
し
」
も
重
要
と
な
る
。

ま
た
、
定
年
退
職
制
を
含
め
、
現

状
の
日

本
の
企
業
社
会
は
欧

米

諸

国
と
比
べ
る
と
柔
軟
性
に

欠
け
て
い
る
。
「
変
化
へ
の
対
応

力
」
が
あ
る
人
と
な
い
人
で
は
、

今
後
の
人
生
が
大
き
く
変
わ
る

特
任
宣
伝
使

松

永

孝

司


